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山口県長門市深川湯本「長門湯本温泉」

 新山口駅から車で１時間
 山口宇部空港から車で１時間
 福岡博多から車で２時間
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長門湯本温泉街で実現したい価値

働く 旅 暮らす

長門湯本温泉街
＝働くこと、暮らすこと、旅することが緩やかにつながる共有の空間と体験の連鎖

観光を消費から共感へ
これからの旅と暮らしを長門湯本から
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この場所を子どもたちに残せるのだろうか
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昭和初期 昭和30年代

昭和40年代 昭和50年代

昭和20年代



３９万人
(S58年) １８万人

(H26年)

2014年１月
150年の歴史を有する老舗ホテルの廃業

2016年４月
星野リゾート 進出協定



長門湯本温泉の空き家マップ

２０１７年 ２０３７年



危機感の共有

大きな目標・

将来像の共有

戦略性を持った取

組の継続

困難なサイクル

温泉地とし
ての人気向

上

各施設の

収益性向
上

地域への

再投資

新たな魅力
の創出

温泉街の

顧客満足
度

正のサイクル

マスタープランの策定

わかりやすい目標と危機感の共有

マスタープランの策定を通じて危機感を共有とともに大きな将来像を共有する。
加えて、しっかりとした戦略性を持ち、正のサイクルを生み出す温泉街に再生を目指す。
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プロジェクト前後での変化【道路・河川一体での再編】

2016年 2020年～



プロジェクト前後での変化【道路・河川一体での再編】

2016年 2020年～



プロジェクト前後での変化【夜間景観】

2016年 2020年～
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地域のメンバーによる初めての事業プロジェクトをセルフリノベーションで実現
周辺環境が整うのを待たず、若手自身で新たな場を生み出す

複数の案件の工事に学生が参画

長門湯本温泉のオリジナル土産も企画販売

プロジェクト前後での変化【リノベーション】

地域住民へのシェアハウスお披露目イベント

住民も倉庫を改造して起業

パイロットプロジェクトとなったcafe&pottery音の開業(2017年)に始まり、
20年新規店舗の無かった温泉街に15軒の新規事業が開業

クラフトビール醸造所＆タップルーム

地元飲食店オーナーの娘さんが開業

崩壊しかけていた建物を飲食＆シェアキッチンに シェアサイクル事業がスタート

大阪の有名バーテンダーがBAR開業 川沿いのレンタルスペース＆カフェ
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プロジェクト前後での変化【シンボル外湯・恩湯】

2016年 2020年～



入湯税によるエリアマネジメントと外部評価委員会

1 國學院大学 梅川 智也 学識経験者

2 ㈱ディスカバージャパン 高橋 俊宏 メディア

3 熊本大学大学院 田中 智之
建築・空間デ
ザイン

4 中尾 大介
まちづくり・金
融

5 旅ジャーナリスト のかたあきこ ジャーナリスト

6 Q０ 林 千晶
コミュニティデ
ザイン

7 星野リゾート 星野 佳路 観光業



ワークショップ・社会実験 85回
専門家会議 55回
推進会議（意思決定会議） 10回

※2020年度までの合計
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プロジェクトの推移【インフラ投資】
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2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

地元との意見交換・各種会議の開催回数

合計

●サイン
●大寧寺散策道

●公共駐車場
●恩湯広場
●飛び石

●竹林の階段
●無電柱化
●紅葉の階段
●住吉神舎周辺
●ゆずきち坂●解体完了

●恩湯解体
●用地取得

●インフラ投資

●マスタープラ
ン



プロジェクトの推移【インフラ投資 ＋ 仕組み】
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2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

地元との意見交換・各種会議の開催回数

合計

●サイン
●大寧寺散策道

●公共駐車場
●恩湯広場
●飛び石

●竹林の階段
●無電柱化
●紅葉の階段
●住吉神舎周辺
●ゆずきち坂●解体完了

●景観条例・GL
●推進会議
●デザイン会議

●深川萩振興協議会
●オソト活用協議会
（河川準則特区）
●ファンド造成
●事業者オーディショ
ン

●恩湯解体
●用地取得

●リバーフェスタ

●評価委員会

●基金計画（中期・年次）

●景観インフラ点検

●景観協定
●ながトー
ク

●インフラ投資
●仕組み

●界長門
進出協定

●マスタープラ
ン

（道路協力団体）

●入湯税＆基金



プロジェクトの推移【インフラ投資 ＋ 仕組み ＋ 民間事業】
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2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

地元との意見交換・各種会議の開催回数

合計

●サイン
●大寧寺散策道

●公共駐車場
●恩湯広場
●飛び石

●竹林の階段
●無電柱化
●紅葉の階段
●住吉神舎周辺
●ゆずきち坂●解体完了

●景観条例・GL
●推進会議
●デザイン会議

●深川萩振興協議会
●オソト活用協議会
（河川準則特区）
●ファンド造成
●事業者オーディショ
ン

●恩湯解体
●用地取得

●リバーフェスタ
●入湯税＆基金

●評価委員会

●基金計画（中期・年次）

●景観インフラ点検

●景観協定
●ながトー
ク

●cafe＆
pottery音

●玉仙閣改装
●A.side

●恩湯
●恩湯食
●界長門
●さくら食堂
●みかん荘

●エリマネ法
人

●おとずれ堂
●柳屋
●Tre
●engawa

●THE BAR 
●365＋1 BEER
●YUMO

●ホテルはらだ改装
●おとずレンタカー
●高速バス路線

●うつわの秋
●ごろ寝
BAR

●うたあかり（拡大）

●川床開き

●ゆずきち号

●桜アフタヌーンティ

●インフラ投資
●仕組み
●民間事業
●季節魅力

●界長門
進出協定

●マスタープラ
ン

（道路協力団体）
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団体需要
（受け身の需要） 地域発の

価値創出


